
園での出来事から、子どもたちの

キラぽかな一言や姿を紹介しま

す。小さな言葉の中に込められた

想いを丁寧に紡ぎながら、子ども

たちの育ちや成長をお届けしま

す。 
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今年は雨の多い梅雨となり、まだ夏本番とまではいきませんが、日に日に暑さが増してきましたね。これからの季

節、夏バテや熱中症には十分気をつけていきたいですね。 

先月、幼児クラスでは朝礼で「トイレの使い方」について学びました。普段はトイレットペーパーを引っ張るのが楽

しくて仕方がなかった子も、今では「5回折って取るんやで」と保育士に伝えながら、上手に後始末をしています。そ

の成長した姿に、保育士たちも心の中で大きなガッツポーズをしていました。 

また、4歳児クラスでは、雨の日にあわせて「雨の日さんぽ」に出かけました。木を揺らして落ちてくる大量の雫を

浴びたり、水たまりにジャンプしたり。園庭にできた小さな川に葉っぱを流す「葉っぱレース」も大盛り上がりでした。 

このように、五感を使って「経験すること」は、子どもたちの生きる力を育むためにとても重要です。園生活の中で

たくさんの実体験を繰り返し、それぞれの個性が発揮できるような、豊かな環境づくりに努めてまいります。 

月 園だより 

今月の

ねらい 

今月の  

行事 

「それ、ぼくも使いたかった・・・」 

お友だちの玩具を使いたかったと悔しくて涙をポロポロ…         

すると、その様子を見ていたお友だちが「どうぞ」と別の玩具を持っ

てきてくれました。気持ちが落ち着くと、 

二人でぎゅーっと握手！！異年齢で過ごす中で、 

自然とお友だちの気持ちに気付き、そっと優しさ 

を届けてくれる姿が増えてきました。 

毎日の関わりの中で、「相手を思いやる心」や 

「気持ちを切り替える力」が育ってきている 

ことを感じます。子どもたちの優しさで、 

心がぽかぽかと温かくなった出来事でした。 

＜乳児組＞ 

・暑さや体調に配慮しながら、水あそびや沐浴を通して水の心地よさや開放感を味わい、 

夏を健康に過ごす。 

・水や氷などさまざまな素材に、友だちや保育者と一緒に触れながら、五感を養う。   

＜幼児組＞ 

・プライベートゾーンがあることを知り、自分と友だちの体を大切にする。 

・水あそびの中で、浮力や水の抵抗を経験し、水中での体の使い方を知る。 

・夏祭りや、水遊びなどの行事や活動を通して、友だちや保育者と気持ちを分かち合う。 

 
1日（水）七夕飾り持ち帰り 

2日（木）チャプレンタイム 

3日（金）七夕の集い 

11日（土）納涼夏祭り（半日保育） 

16日（木）愛情弁当日 

23日（木）お誕生日メニュー 

25日（土）～26日（日）お泊り保育（ゆり組） 

 

☆夏季特別保育は、お仕事の方のみ利用できます。利用の有無をルクミーアンケートで確認しますので、 

７月１０日（金）までにご回答下さい。出席状況に合わせて職員配置を行うため、ご協力をお願いします。 

階段下にも 

掲示中！！ 

～8月 夏季特別保育～ 

13日（木）～15日（土） 

・13日（木）、１４日（金）はお弁当持参 

・１５日（土）は簡易給食 

・時間 7時～18時 

※閉園時間が通常と異なります 



 

 

 

 

 

 

うんちの種類 

ころころ  ばなな  ゆるゆる 

 

身体測定週間 

７/６(月)～１０(金) 

これからの時期は、毎日のように暑い日が続きます。冷房を低い温度に設定してしまいがちですが、『効かせすぎ』には

注意しましょう。室温が《２５℃以下》の場所に長時間いたり、外気温との《温度差が５℃以上》あったりすると、自律神経が

乱れやすく『冷房病』になりやすいです。また、体の冷えすぎは『免疫の低下』にも繋がりますので、ご家庭でも冷房の頼りす

ぎには注意しましょう。環境省が推奨する室温の目安は２８℃です。夏バテをしないように十分な栄養・睡眠・水分をとり、

元気に過ごしましょう。 

６/２９(月)に幼児組へプライベートゾーンと 

トイレの使い方について安全指導をしました！ 

今後、性教育も実施していく予定です。 

うんちの拭き方やうんちの種類などについても 

お話をしました。 

☆自分を大切にすること、お友だちを大切にす

ることを感じてほしいです。 

もしも体の水分がなくなったら… 

大人の身体の約６割は水分です。子どもは７～８割です。 

この水分が失われるとおこる症状について知っておきましょう！ 

 

２％失う➡のどが渇く 

５％失う➡疲労感、頭痛、めまい 

１０％失う➡ふらつき、けいれん 

のどが乾いたらすでに脱水状態です。 

のどが渇く前に水分補給をすることが大切です。 

 

 

一度にたくさん飲んでも体が

吸収しきれないので 

① 朝起きたとき②運動前後 

③ 食事中や入浴の前後 

④寝る前など 

コップ１杯のお茶や水を飲む

習慣をつけましょう！ 

 

ゆるゆるうんちが

出たときはお家

の人や先生に教

えるように伝えて

います。 

 


